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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、東アジア－北西太平洋域

を例に、アジア・モンスーンの変動とそれに
伴う偏西風蛇行モードの変化が、DOC に象
徴される急激な気候変動の増幅、伝播にどの
様に拘っていたかを検証すると共に、間氷期
における現在より温暖な気候モードの存在
とその実態、制御要因を解明する事にある。
その為に、i) 東アジア夏季モンスーン強度、
日本海内の亜極前線位置、アムール川流出量、
オホーツク海における表層水温(SST)、塩分
(SSS)の時代変化を最終間氷期以降について
復元し、相互関係を明らかにする。ii) 東ア
ジア冬季モンスーン強度、日本海上空におけ
る偏西風軸位置、オホーツク海、ベーリング
海における海氷分布、中層水の形成強度の時
代変化を最終間氷期以降について復元し、こ
れらの相互関係を明らかにする。iii) 最終間
氷期および後氷期初頭について、現在よりも
温暖な気候モードが存在した可能性を検証
すると共に、その実態や、移行速度・移行様
式を明らかにする。iv) これらの結果を元に、
上記の気候・海洋環境指標の相互関係、変動
周期、振幅、変動様式が、氷期と間氷期でど
う異なったのかを比較検討する事により、急
激な気候変動の増幅、伝播機構を解明する。 
２．研究の進捗状況 
研究に必要なコア試料採取を完了し、現在
は、採取されたコアの中から研究に適したコ
アを抽出し、年代モデルの構築と、本格的な
分析、分析により得られたデータの解析を行
っている。現時点までに、特に後氷期につい
て、1) 東アジア夏季モンスーン強度が 1000
～2000 年の周期で大きく変動している事、2) 
その変動が、北大西洋に見られる IRD イベン

トと同調しており、後氷期においても東アジ
ア夏季モンスーンと北大西洋の気候変動が
1000 年スケールでリンクしている可能性が
高い事を明らかにした。これらの結果は、
1000 年スケールでのアジア・モンスーン変動
と北大西洋の気候変動のテレコネクション
の存在を強く示唆している。更に、3) 融氷
期～後氷期においても偏西風軸の位置が
1000～2000 年の周期で南北に振動しており、
夏季モンスーン強度が強い時期に偏西風軸
が北にシフトしている事を明らかにした。こ
れは、夏季モンスーンフロントの位置の変動
が偏西風軸の位置の変動と同調している事
を意味し、東アジア夏季モンスーン変動が偏
西風波動の振動を通じて北大西洋の気候と
リンクしている可能性を強く示唆している。
また、4) 氷期のオホーツク海の夏季の SST, 
SSS がダンスガードーオシュガー・サイクル
[DOC]に連動して、亜間氷期には SST が上が
るとともに SSS が低下する事を明らかにし、
これが東アジア夏季モンスーン強化に伴う
アムール川からの淡水流出量の増加に起因
する可能性を示唆する事を示した。そして、
5) 氷期のベーリング海では、ハインリッ
ヒ・イベントおよび DOC の亜氷期の幾つかに
対応する時期に、塩分が高く、水温が低い中
層水が形成されている事も示した。一方、オ
ホーツク海においては、明確な中層水形成の
証拠は認められなかった。これらの事実は、
氷期の DOC 亜氷期のベーリング海において、
中層水が形成されていた事を強く示唆する。 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
コア試料の採取も、ほぼ計画通り完了し、試
料の分析、解析作業も順調に進行している。
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多くの個別課題において具体的な成果がま
とまりつつあり、一部はすでに論文として出
版され、多くは、2008 年度に、国際学会で
発表した。 
４． 今後の研究の推進方策 
本研究計画は、概ね順調に進行しており、

当初の研究計画の変更はない。個別の研究
課題について、今後の研究推進策を以下に
を記述する。1) 東シナ海SST, SSSの復元
に関しては、今後、最終氷期について、浮
遊性有孔虫殻のd18OおよびMg/Ca測定を行
ってSST, SSSを高時間解像度で推定し、東
アジア夏季モンスーン変動を復元する予
定である。2) 日本海偏西風、亜極前線の
復元については、今後、日本海中部および
南部のコアの最終間氷期～最終氷期部分
について、シルト画分中の石英のESR信号
強度および粒度を測定して風成塵供給源
変動を高時間解像度で推定する事により、
偏西風軸変動を復元する予定である。3) 
日本海深層水循環、海氷の復元については、
今後、日本海中部および北部のコアについ
て、IRDの産出頻度や放散虫群集組成変動
を最終間氷期以降について高時間解像度
で分析する事により、冬季モンスーン強度
の変動を復元する予定である。4) オホー
ツク海SST, SSS, 海氷、中層水の復元に
ついては、今後、オホーツク海西部のコア
について年代モデルを確立し、アルケノン
分析結果を基に、SST, SSSの推定を行い、
アムール川の流出量変動の復元を行う予
定である。また、オホーツク海西部、南西
部、中央部のコアについてIRDの産出頻度
や放散虫群集組成を分析する事により、海
氷分布やポリニアの位置とその時代変動
の復元を行う予定である。更に、中部およ
び南西部のコアについて、底生有孔虫殻の
d18O, d13Cを高時間解像度で分析する事に
より、オホーツク海中層水の挙動を復元す
る予定である。5) 十勝沖中層水の復元に
ついては、今後、東北日本沖のコアについ
て、浮遊性および底生有孔虫殻の14C年代
差の変動を最終氷期極相期から後氷期に
かけて復元するとともに、底生有孔虫殻の
d18O, d13Cの変動を高時間解像度で復元す
る予定である。6) ベーリング海中層水、
海氷の復元については、今後、ベーリング
海北西部のコアについて、砕屑物の粒度お
よび化学組成分析を行い、既に分析が終わ
っている底生有孔虫殻のd18O, d13Cの変動
と比較する事により、中層水の流速変動の
復元を目指す。また、海氷の形成と中層水
の形成の関係を調べるとともに、ポリニア
の形成位置の推定を試みる予定である。 
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